
議
案・請
願
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結
果
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議長のため採決に参加せず
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審議
結果

は賛成、　は反対、－は除斥または欠席した者です。

議員名

１　川田　匡文
２　真鍋　順穗
３　松永　恭二
５　水本　徹雄
６　佐野　大輔
７　神田　泰孝
８　多田　光廣
９　小橋　清信
10　山本　直久
11　岡田　　剛
12　大前　誠治
13　三宅　真弓
14　中谷真裕美
15　尾崎淳一郎
16　加藤　正員
17　藤田　伸二
18　小野　健一
19　髙木　新仁
20　三谷　節三
21　福部　正人
22　内田　俊英
23　国方　功夫
24　片山　圭之
25　松浦　正武
26　横川　重行
27　三木　まり

「
戦
争
法
（
国
際
平
和
支
援

法
、
平
和
安
全
法
制
整
備
法
）

案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　
新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部

　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
細
谷
國
子

●
請
願
の
要
旨

　
安
倍
内
閣
は
国
際
平
和
支
援
法
、

平
和
安
全
法
制
整
備
法
と
い
う
名
の

戦
争
法
案
成
立
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
侵
略
戦
争
の
反
省
か
ら
作

ら
れ
た
日
本
国
憲
法
は
「
戦
争
す
る

国
に
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
く
決
意

し
た
も
の
で
あ
り
、
丸
亀
市
民
の
命

と
暮
ら
し
、
安
全
に
責
任
を
負
う
丸

亀
市
議
会
と
し
て
、
当
該
法
案
を
廃

案
と
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
さ
れ
た
い
。

●
本
会
議
で
の
審
査
結
果

　
採
択
を
求
め
る
討
論

　
　
藤
田
　
伸
二
　
　
尾
崎
淳
一
郎

　
採
択
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
討
論

　
　
内
田
　
俊
英

　
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
し
た
。

不
採
択 請

願
審
査
結
果

請
願
審
査
結
果



一　

般　

質　

問

16
人
の
議
員
が

市
の
考
え
を
問
う

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

一
般
質
問

①
歴
史
的
な
公
文
書
の
広
範
な
利
用

を
目
指
し
て
②
環
状
交
差
点
の
導
入

③
青
い
鳥
教
室
の
開
室
時
間
の
延
長

な
ど
④
文
化
観
光
大
使
委
嘱
事
業
の

充
実
⑤
ご
当
地
婚
姻
届
の
作
成

福
部
　
正
人

①
平
和
行
政
②
市
道
田
村
町
蓬
莱
線

の
拡
幅
整
備
③
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」

の
考
え
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
④

青
い
鳥
教
室

①
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

②
職
員
育
成
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

内
田
　
俊
英

①
平
和
行
政
の
推
進
②
市
職
員
の

確
保
③
土
器
川
河
川
敷
内
の
歩
行

者
自
転
車
専
用
道
路
の
快
適
利
用

藤
田
　
伸
二

①
県
の
経
済
振
興
策
に
対
す
る
市

長
の
考
え
を
②
市
長
の
考
え
る
丸

亀
市
の
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
は
③

緑
の
ま
ち
づ
く
り
④
審
議
会
へ
の

諮
問
の
あ
り
方

片
山
　
圭
之

①
待
機
児
童
解
消
と
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
②
国
民
健
康
保

険
中
谷
真
裕
美

①
投
票
率
減
少
へ
の
対
策
②
各
施

設
で
催
す
行
事
を
ま
と
め
た
総
合

案
内
掲
示
板
の
設
置
を
③
市
民
課

来
客
用
モ
ニ
タ
ー
の
放
送
内
容
改

善
④
動
物
愛
護
の
教
育
や
啓
発

神
田
　
泰
孝

①
大
手
町
公
共
施
設
等
の
今
後
の
整

備
②
事
業
仕
分
け
の
導
入
③
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本

の
合
宿
誘
致

佐
野
　
大
輔

尾
崎
淳
一
郎

①
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

施
策
②
丸
亀
文
化
を
基
盤
と
し
た

街
創
り
を

川
田
　
匡
文

加
藤
　
正
員

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
③
若
者
の

声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る
方
策

①
郷
土
教
育
②
南
海
ト
ラ
フ
地
震

へ
の
対
策

真
鍋
　
順
穗

①
競
艇
場
屋
上
の
芝
生
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
今
後
の
対
策
②
下
水
道
の

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

新
た
な
取
り
組
み
を
③
市
役
所
集

合
ポ
ス
ト
の
現
状

国
方
　
功
夫

横
川
　
重
行

①
健
康
な
社
会
生
活
、
健
や
か
ま

る
が
め
21
②
各
種
資
格
取
得
に
助

大
前
　
誠
治

①
地
方
創
生

三
木
　
ま
り

質
問
者
・
項
目

①
丸
亀
城
天
守
エ
リ
ア
に
来
場
者
へ

水
本
　
徹
雄

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
の
情

報
共
有
化
②
空
き
家
対
策
関
連

成
措
置
を

お
も
て
な
し
整
備
を
②
合
併
10
周

年
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
城

内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
③
自
転
車
の
違

反
運
転
防
止
啓
発
活
動
④
丸
亀
の

ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
向
け
た
財

源
確
保
⑤
新
庁
舎
建
設

大
手
町
周
辺

一
体
的
観
光
整
備
を
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丸亀城と市民ひろば

　
川
田
議
員
　
大
手
町
内
に
は
京
極

家
の
御
家
老
の
屋
敷
や
家
臣
の
屋

敷
、
そ
し
て
追
手
門
な
ど
、
歴
史
的

に
由
緒
の
あ
る
建
造
物
が
あ
っ
た
。

建
物
跡
の
検
証
・
調
査
を
行
い
、
案

内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
丸
亀
城
、
大
手
町
周
辺
を
一
体

化
し
た
観
光
拠
点
と
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
、
見
解
は
。

　
産
業
文
化
部
長　

案
内
板
は
、
こ

れ
ま
で
民
間
諸
団
体
が
外
堀
跡
や
昔

の
地
名
な
ど
を
表
示
し
た
石
柱
を
立

て
て
お
り
、
さ
ら
に
坂
本
龍
馬
が
立

ち
寄
っ
た
矢
野
道
場
の
説
明
板
も
民

間
団
体
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
市
も
金
毘
羅
街
道

に
関
す
る
案
内
板
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
検
証
を
行

い
、
資
料
を
整
え
た
う
え
で
、
案
内

板
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

大
手
町
を
一
体
と
し
た
観
光
拠
点
整

備
は
、
関
係
部
署
と
も
連
携
し
、
よ

り
丸
亀
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

ＱＡ

こ
ん　
ぴ　

ら



一
　
般
　
質
　
問

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

避
難
対
策
の
課
題
は

人
口
減
少
社
会

丸
亀
市
の
施
策
は

地
域
戦
略
会
議
に

若
者
の
意
見
を
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真
鍋
議
員
　
防
災
、
減
災
の
観
点

か
ら
、
避
難
対
策
に
つ
い
て
、
①
避

難
誘
導
②
避
難
所
の
確
保
③
市
民
へ

の
情
報
伝
達
④
防
災
知
識
の
普
及
な

ど
の
現
状
と
課
題
は
。

　
市
長
公
室
長　

大
規
模
災
害
発
生

時
、
市
も
情
報
発
信
や
広
報
活
動
、

避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
が
、
限
界
が

あ
る
た
め
実
質
的
に
避
難
誘
導
を
担

っ
て
い
た
だ
け
る
自
主
防
災
組
織
と

連
携
を
深
め
、
地
域
防
災
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
の
公
共
施
設
や
津
波
避

難
ビ
ル
、
福
祉
避
難
所
で
、
本
市
で

想
定
さ
れ
る
避
難
者
数
は
確
保
さ
れ

て
い
る
が
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ

て
、
住
民
が
避
難
困
難
と
な
ら
な
い

よ
う
、
検
証
を
進
め
る
ほ
か
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
も
含
め
、
情
報
伝
達

の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね

る
。
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、

防
災
知
識
の
普
及
に
努
め
た
い
。

　
大
前
議
員
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
方
と
の
均
衡
を

図
る
方
針
を
掲
げ
、
地
方
で
の
若
者

向
け
雇
用
を
創
出
し
、
人
口
の
受
け

皿
と
す
る
こ
と
や
、
地
方
拠
点
で
の

勤
務
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
地
方
は
、
現
在
で
も
努
力
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
地
方
の
人
口

は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
国
の
目
標

に
つ
い
て
、
理
事
者
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
市
長　

国
の
総
合
戦
略
で
、
地
方

と
東
京
圏
の
人
口
の
流
入
出
を
均
衡

さ
せ
る
と
い
っ
た
基
本
目
標
が
掲
げ

ら
れ
た
こ
と
は
、
地
方
の
人
口
減
少

克
服
に
と
っ
て
追
い
風
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
故
郷
に
帰
り

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
帰
っ
て
き
や

す
い
、
ま
た
、
丸
亀
で
暮
ら
し
た
い

と
思
う
人
た
ち
が
出
て
い
く
必
要
が

な
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
力
を
入

れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
加
藤
議
員
　
市
庁
舎
等
整
備
審
議

会
、
未
来
を
築
く
地
域
戦
略
会
議
な

ど
に
お
い
て
、
若
者
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

　
市
長　

総
合
計
画
や
市
民
に
影
響

を
及
ぼ
す
計
画
に
は
、
今
後
、
若
い

世
代
の
意
見
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
審
議
会
や
説

明
会
の
日
程
を
工
夫
し
、
若
い
世
代

が
参
加
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、
特

に
必
要
が
あ
れ
ば
、
若
い
世
代
を
抽

出
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
は
、

市
か
ら
の
情
報
発
信
が
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
わ
か
り
や

す
い
情
報
提
供
に
努
め
、
未
来
を
築

く
総
合
戦
略
の
策
定
や
市
庁
舎
等
整

備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
若
者
の
意
見

を
十
分
反
映
で
き
る
よ
う
、
手
法
を

検
討
す
る
。

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ 　
川
田
議
員
　
大
手
町
内
に
は
京
極

家
の
御
家
老
の
屋
敷
や
家
臣
の
屋

敷
、
そ
し
て
追
手
門
な
ど
、
歴
史
的

に
由
緒
の
あ
る
建
造
物
が
あ
っ
た
。

建
物
跡
の
検
証
・
調
査
を
行
い
、
案

内
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
丸
亀
城
、
大
手
町
周
辺
を
一
体

化
し
た
観
光
拠
点
と
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
、
見
解
は
。

　
産
業
文
化
部
長　

案
内
板
は
、
こ

れ
ま
で
民
間
諸
団
体
が
外
堀
跡
や
昔

の
地
名
な
ど
を
表
示
し
た
石
柱
を
立

て
て
お
り
、
さ
ら
に
坂
本
龍
馬
が
立

ち
寄
っ
た
矢
野
道
場
の
説
明
板
も
民

間
団
体
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
市
も
金
毘
羅
街
道

に
関
す
る
案
内
板
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
検
証
を
行

い
、
資
料
を
整
え
た
う
え
で
、
案
内

板
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

大
手
町
を
一
体
と
し
た
観
光
拠
点
整

備
は
、
関
係
部
署
と
も
連
携
し
、
よ

り
丸
亀
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

市役所庁舎

津波避難ビルの看板

丸亀平野を望む



大
手
町
地
区
整
備

大
胆
な
発
想
を

一
　
般
　
質
　
問

食
育
に
つ
い
て

横
断
的
組
織
設
置
を

公
文
書
館
設
置

形
態
や
方
向
性
は

競
艇
場
屋
上
緑
化

今
後
の
考
え
は
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競艇場の屋上

　
横
川
議
員
　
市
役
所
内
で
健
康
増

進
や
食
育
に
つ
い
て
横
断
的
な
組
織

（
グ
ル
ー
プ
会
議
）
を
立
ち
上
げ
、

学
校
給
食
な
ど
の
具
体
的
な
見
直
し

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　
市
長　

健
康
増
進
計
画
と
食
育

推
進
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
、
庁

内
関
係
各
課
の
連
携
を
深
め
、
計
画

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
庁
内
会
議

を
年
２
回
実
施
し
、
情
報
交
換
や
行

政
内
部
の
連
携
を
確
認
し
て
い
る
。

特
に
食
育
に
つ
い
て
は
、
庁
内
関
係

課
に
加
え
、
関
係
機
関
、
団
体
を
含

め
た
メ
ン
バ
ー
で
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
保
護

者
、
教
員
な
ど
が
出
席
し
て
年
６
回

程
度
開
催
す
る
献
立
研
究
会
や
試
食

会
な
ど
で
の
意
見
を
参
考
に
、
学
校

給
食
を
教
材
に
食
生
活
の
改
善
や
食

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
め
る
よ
う

努
め
た
い
。
市
民
の
健
康
増
進
の
た

め
の
庁
内
組
織
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。

　
福
部
議
員
　
公
文
書
館
設
置
の
方

向
性
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
形
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
総
務
部
長　

新
た
に
公
文
書
館
を

設
置
す
る
に
は
相
当
な
初
期
費
用
や

将
来
的
な
財
政
負
担
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
公
文
書
館
来
館
者
が

全
国
的
に
見
て
少
な
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
歴
史
的
公
文
書

に
特
化
し
た
公
文
書
館
設
置
を
現
段

階
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
な

お
議
論
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
歴
史
的
、
文
化
的
価
値

の
あ
る
公
文
書
や
資
料
な
ど
を
適
正

に
保
存
し
、
市
民
が
必
要
な
時
に
活

用
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
は

重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
が
現
在
検
討
中
の
新
庁
舎
の

整
備
や
資
料
館
の
整
備
検
討
の
中

で
、
資
料
の
保
管
場
所
の
確
保
や
公

文
書
館
機
能
を
持
つ
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
国
方
議
員
　
競
艇
場
屋
上
緑
化
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
緑

化
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
維
持
コ
ス
ト
を

考
え
る
と
緑
化
を
や
め
、
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

　
競
艇
事
業
局
長　

競
艇
場
の
屋
上

は
基
本
設
計
時
は
芝
生
で
あ
っ
た

が
、
よ
り
塩
害
や
乾
燥
に
強
い
セ
ダ

ム
に
変
更
し
て
い
る
。
日
常
は
雨

水
、
井
戸
水
を
利
用
し
た
自
動
か
ん

水
で
の
水
や
り
、
年
２
回
の
除
草
と

施
肥
で
、
昨
年
度
の
管
理
経
費
は
約

78
万
円
で
あ
っ
た
。

　

今
後
セ
ダ
ム
が
順
調
に
生
育
す
る

と
、
除
草
の
経
費
な
ど
が
よ
り
削
減

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
屋
上

緑
化
の
初
期
投
資
や
撤
去
費
用
な
ど

の
確
認
が
必
要
な
こ
と
に
加
え
、
セ

ダ
ム
の
生
育
が
順
調
な
こ
と
も
あ
る

の
で
、
時
間
を
か
け
て
今
後
の
方
向

性
を
定
め
た
い
。

　
佐
野
議
員
　
現
在
進
め
て
い
る
大

手
町
を
中
心
と
し
た
施
設
整
備
の
計

画
で
、
道
路
の
一
部
を
廃
止
し
て
公

園
に
造
り
替
え
た
札
幌
市
の
よ
う

に
、
市
役
所
周
辺
の
道
路
を
廃
止
た

土
地
の
一
体
利
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
枠
組
み
に
制
約
さ
れ
な
い
土
地
利

用
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。
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保育所の給食

飯山市民総合センターにて
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